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２． プログラム責任者    　（ふりがな）

0

類型

コーディネーター

４．

３．

氏名・職名

氏名・職名

0

２９ 合計２５ ２６ ２７ ２８

１２．連携先機関名（他の大学等と連携した取組の場合の機関名、研究科専攻等名）

９． 専攻等名
（主たる専攻等がある場
合は下線を引いてくださ
い。）

１０．共同教育課程を設置している場合の共同実施機関名

連合大学院として参画している場合の共同実施機関名

   　（ふりがな）

※共同実施のプログラムの場合は、全ての構成大学の学長について記入し、取りまとめを行っている大学（連合大学院によるも
のの場合は基幹大学）の学長名に下線を引いてください。

機関名 整理番号

８． 主要細目

７． 主要分科

（①

（① （②

※ ｵﾝﾘｰﾜﾝ型は太枠に主要な細目を記入

６．
授与する博士
学位分野・名称

プログラム

５． 英語名称

副題

   　（ふりがな）

（③ ※ 複合領域型は太枠に主要な分科を記入

１３．

年度（平成） ２３ ２４

（② （③

１１．

経費（単位：千円）千円未満は切り捨てる　（※ 平成23～27年度は実績額、平成28年度は交付決定額、平成29年度は申請予定額）

※共同実施の場合、（ ）内に共同実施機関で使用する金額、< >内に申請金額全体に占める割合(%)をそれぞれ記入してください。

平成２３年度採択プログラム　中間評価事後評価調書（案）

博士課程教育リーディングプログラム　プログラムの概要 [公表。ただし、項目１３については非公表]

プログラム名称

金額（千円）
（％）

（学長） 氏名・職名

１． 全体責任者

資料１５
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[公表]

プログラム担当者の構成

人

人そのうち、大学等以外に属する者

プログラム実施大学に属する者の割合 [ %]

プログラム実施大学に属する者

人 人[ [

人 プログラム実施大学以外に属する者

人

外国人の人数 %] 女性の人数

１４． 計 名

%]

そのうち、他大学等を経験したことのある者

（プログラムコーディネーター）

（プログラム責任者）

役割分担
(平成２９年度における役割)

現在の専門
学位

所属(研究科・専攻等)・職名年齢フリガナ氏名

プログラム担当者１５．
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[公表（備考欄を除く）]

１６．プログラムの応募学生数、合格者数及び履修生数

本プログラムの過去のリーディングプログラム応募学生数等について記入してください。

（各年度3月31日現在（ただし平成29年度は提出日現在））

うち留学生数

うち自大学出身者数 人 （　人） 人 （　人） 人 （　人） 人 （　人） 人 （　人） 人 （　人） 人 （　人）

うち他大学出身者数 人 （　人） 人 （　人） 人 （　人） 人 （　人） 人 （　人） 人 （　人） 人 （　人）

うち社会人学生数 人 （　人） 人 （　人） 人 （　人） 人 （　人） 人 （　人） 人 （　人） 人 （　人）

うち女性数 人 （　人） 人 （　人） 人 （　人） 人 （　人） 人 （　人） 人 （　人） 人 （　人）

うち留学生数

うち自大学出身者数 人 （　人） 人 （　人） 人 （　人） 人 （　人） 人 （　人） 人 （　人） 人 （　人）

うち他大学出身者数 人 （　人） 人 （　人） 人 （　人） 人 （　人） 人 （　人） 人 （　人） 人 （　人）

うち社会人学生数 人 （　人） 人 （　人） 人 （　人） 人 （　人） 人 （　人） 人 （　人） 人 （　人）

うち女性数 人 （　人） 人 （　人） 人 （　人） 人 （　人） 人 （　人） 人 （　人） 人 （　人）

うち留学生数

うち自大学出身者数 人 （　人） 人 （　人） 人 （　人） 人 （　人） 人 （　人） 人 （　人） 人 （　人）

うち他大学出身者数 人 （　人） 人 （　人） 人 （　人） 人 （　人） 人 （　人） 人 （　人） 人 （　人）

うち社会人学生数 人 （　人） 人 （　人） 人 （　人） 人 （　人） 人 （　人） 人 （　人） 人 （　人）

うち女性数 人 （　人） 人 （　人） 人 （　人） 人 （　人） 人 （　人） 人 （　人） 人 （　人）

※平成29年度＊（今後の募集予定：有・無）については、平成29年度内に受講を開始する学生を募集予定の場合（秋入学等）は「有」に、募集予定がない場合は「無」に 印を付けてください。

※編入学生がいる場合は、年度ごとの内訳を備考欄に記入してください。

プログラム合格倍率
（応募学生数/合格者数）
（小数点第三位を四捨五

入）

0.00倍

充足率
（合格者数／募集定員）

0.00%

【備考】

※留学生については、「うち留学生数」にカウントするとともに、うち自大学出身者数、うち他大学出身者数、うち社会人学生数、うち女性数の（）に内数を記入してください。

0.00倍

0.00%

0.00倍

0.00%

0.00倍

0.00%

人

人

③
②の
うち
履修
生数

人

人人

人

人

人

人

人

人 人

人 人

人

人

また、有の場合は、プログラム募集定員数（実数）欄には募集予定人数を含めず、下記備考欄へ募集時期とともに記入してください。

平成２９年度

*（今後の募集予定:
有・無)

プログラム募集定員数
（実数）

人

①
応募
学生
数

人

②
合格
者数

人

人人

人

人

人

平成２５年度 平成２６年度 平成２８年度

人

人

人 人

人

人

人

人

人

人

人

人

平成２７年度平成２３年度 平成２４年度

人 人

人 人

0.00倍 0.00倍

0.00% 0.00%

人 人

人 人

人 人 人

人

人

0.00倍

0.00%



4  （機関名：　 　類型：　 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称： 　）

[公表（備考欄を除く）]

M1 M2 D1 D2 D3 計 M1 M2 D1 D2 D3 計 M1 M2 D1 D2 D3 計 M1 M2 D1 D2 D3 計 M1 M2 D1 D2 D3 計 M1 M2 D1 D2 D3 計 M1 M2 D1 D2 D3 計
(D1) (D2) (D3) (D4) (D5) (D1) (D2) (D3) (D4) (D5) (D1) (D2) (D3) (D4) (D5) (D1) (D2) (D3) (D4) (D5) (D1) (D2) (D3) (D4) (D5) (D1) (D2) (D3) (D4) (D5) (D1) (D2) (D3) (D4) (D5)

0 0 0 0 0 0 0

うち留学生数 0 0 0 0 0 0 0

うち自大学出身者数 0 0 0 0 0 0 0

うち他大学出身者数 0 0 0 0 0 0 0

うち社会人学生数 0 0 0 0 0 0 0

うち女性数 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

うち留学生数 0 0 0 0 0 0

うち自大学出身者数 0 0 0 0 0 0

うち他大学出身者数 0 0 0 0 0 0

うち社会人学生数 0 0 0 0 0 0

うち女性数 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

うち留学生数 0 0 0 0 0

うち自大学出身者数 0 0 0 0 0

うち他大学出身者数 0 0 0 0 0

うち社会人学生数 0 0 0 0 0

うち女性数 0 0 0 0 0

0 0 0 0

うち留学生数 0 0 0 0

うち自大学出身者数 0 0 0 0

うち他大学出身者数 0 0 0 0

うち社会人学生数 0 0 0 0

うち女性数 0 0 0 0

0 0 0

うち留学生数 0 0 0

うち自大学出身者数 0 0 0

うち他大学出身者数 0 0 0

うち社会人学生数 0 0 0

うち女性数 0 0 0

0 0

うち留学生数 0 0

うち自大学出身者数 0 0

うち他大学出身者数 0 0

うち社会人学生数 0 0

うち女性数 0 0

0

うち留学生数 0

うち自大学出身者数 0

うち他大学出身者数 0

うち社会人学生数 0

うち女性数 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

うち留学生数 0

うち自大学出身者数 0

うち他大学出身者数 0

うち社会人学生数 0

うち女性数 0

１７．プログラムの履修生数・修了（予定）者数

①区分制及び一貫制博士課程

プログラムの履修生数等

平成２３年度 平成２４年度

平成
２６
年度
選抜

平成２６年度 平成２７年度

平成
２３
年度
選抜

平成２８年度平成２５年度

平成
２４
年度
選抜

平成
２５
年度
選抜

平成
２７
年度
選抜

計

修了者数

平成
２９
年度
選抜

平成
２８
年度
選抜

就職者数

プログラム対象学生以外で、プログ
ラムのカリキュラムの一部を受講し
ている学生数

※「１６．プログラムの応募学生数、合格者数及び履修生数」と整合性を取ってください。
※「修了者数」の平成２９、３０年度については、修了予定者数を記入してください。
※「就職者数」にはプログラムを修了後に就職した者（起業した者も含む）のみをカウントしてください。
※辞退者（Ｑ.Ｅ.によるものも含む）がいる場合は、年度毎の内訳およびその理由を備考欄に記入してください。

（備　考）

平成２９年度



5    （機関名：　　　       　　　　　類型：　       　　　　　　　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：　        　　　　　　　　　　　　　　　　）

[公表（備考欄を除く）]

D1 D2 D3 D4 計 D1 D2 D3 D4 計 D1 D2 D3 D4 計 D1 D2 D3 D4 計 D1 D2 D3 D4 計 D1 D2 D3 D4 計 D1 D2 D3 D4 計

0 0 0 0 0 0 0

うち留学生数 0 0 0 0 0 0 0

うち自大学出身者数 0 0 0 0 0 0 0

うち他大学出身者数 0 0 0 0 0 0 0

うち社会人学生数 0 0 0 0 0 0 0

うち女性数 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

うち留学生数 0 0 0 0 0 0

うち自大学出身者数 0 0 0 0 0 0

うち他大学出身者数 0 0 0 0 0 0

うち社会人学生数 0 0 0 0 0 0

うち女性数 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

うち留学生数 0 0 0 0 0

うち自大学出身者数 0 0 0 0 0

うち他大学出身者数 0 0 0 0 0

うち社会人学生数 0 0 0 0 0

うち女性数 0 0 0 0 0

0 0 0 0

うち留学生数 0 0 0 0

うち自大学出身者数 0 0 0 0

うち他大学出身者数 0 0 0 0

うち社会人学生数 0 0 0 0

うち女性数 0 0 0 0

0 0 0

うち留学生数 0 0 0

うち自大学出身者数 0 0 0

うち他大学出身者数 0 0 0

うち社会人学生数 0 0 0

うち女性数 0 0 0

0 0

うち留学生数 0 0

うち自大学出身者数 0 0

うち他大学出身者数 0 0

うち社会人学生数 0 0

うち女性数 0 0

0

うち留学生数 0

うち自大学出身者数 0

うち他大学出身者数 0

うち社会人学生数 0

うち女性数 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

うち留学生数 0

うち自大学出身者数 0

うち他大学出身者数 0

うち社会人学生数 0

うち女性数 0

※辞退者（Ｑ.Ｅ.によるものも含む）がいる場合は、年度毎の内訳およびその理由を備考欄に記入してください。

１７．プログラムの履修生数・修了（予定）者数

②医・歯・薬・獣医学の４年制博士課程

プログラムの履修生数等
平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度

平成
２６
年度
選抜

平成２６年度 平成２９年度

平成
２３
年度
選抜

平成
２４
年度
選抜

平成
２５
年度
選抜

平成
２７
年度
選抜

計

修了者数

平成
２９
年度
選抜

平成
２８
年度
選抜

就職者数

（備　考）

※「１６．プログラムの応募学生数、合格者数及び履修生数」と整合性を取ってください。
※「修了者数」の平成２９、３０年度については、修了予定者数を記入してください。
※「就職者数」にはプログラムを修了後に就職した者（起業した者も含む）のみをカウントしてください。

平成２８年度平成２７年度

プログラム対象学生以外で、プログ
ラムのカリキュラムの一部を受講し
ている学生数



6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                  （機関名：　　　類型：　　　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：　　　）

（※行が足りない場合は適宜追加してください。）

修士課程 博士課程

志願者
数

入学者
数

入学
定員

志願者
数

入学者
数

入学
定員

志願者
数

入学者
数

H29

H28

H27

H26

H25

H24

H23

H22

H29

H28

H27

H26

H25

H24

H23

H22

H29

H28

H27

H26

H25

H24

H23

H22

１８．プログラムの履修生内訳

①各参画専攻における、過去のプログラムへの志願者数・入学者数及び、専攻の修士課程・博士課程
の定員・志願者数・入学者数

研究科・専攻名 年度

プログラム受講生
（編入は含まない） 備考（編入等）

※①採択時点以降に新たに参画した研究科・専攻や創設された研究科・専攻については備考欄に参
画・創設した年度を記入願います。
※学内の他のリーディングプログラム（採択年度は問いません）にも参画している研究科・専攻について
は、備考欄に該当のプログラム名を記入願います。



7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                  （機関名：　　　類型：　　　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：　　　）

１８．プログラムの履修生内訳

②各参画専攻の学生及びプログラム履修生についての、学生総数、留学生数、他大学出身者数、女子学生数

（※行が足りない場合は適宜追加してください。）
＜修士課程＞

総数
うち

留学生数
うち他大学
出身者数

うち
女子学生

数
総数

うち
留学生数

うち他大学
出身者数

うち
女子学生

数

合　計 0人 0人 0人 0人 0人 0人 0人 0人

＜博士課程＞

総数
うち

留学生数
うち他大学
出身者数

うち
女子学生

数
総数

うち
留学生数

うち他大学
出身者数

うち
女子学生

数

合　計 0人 0人 0人 0人 0人 0人 0人 0人

研究科・専攻名

プログラム履修生数 在籍学生数

プログラム履修生数 在籍学生数

研究科・専攻名



8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                  （機関名：　　　類型：　　　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：　　　）

①プログラム修了者の就職状況及び主たる勤務地
※文部科学省の実施している実施状況調査の様式より一部抜粋しています。
※学生の所属機関が複数にまたがる場合には、本頁を機関毎に作成してください。

＜就職状況＞

合計 うち、留学生 合計 うち、留学生 合計 うち、留学生 合計 うち、留学生

①大学教員

②高等学校教員

③教員（その他）

④民間企業等への就職（研究者・技術者として）

⑤民間企業等への就職（研究者・技術者以外）

⑥公的研究機関等への就職

⑦官公庁等への就職

⑧医師等

⑨起業

⑩その他

①’大学教員

②’高等学校教員

③’教員（その他）

④’民間企業等への就職（研究者・技術者として）

⑤’民間企業等への就職（研究者・技術者以外）

⑥’公的研究機関等への就職

⑦’官公庁等への就職

⑧’医師等

⑨’その他

⑪進学者

⑫社会人入学者（現職継続）

⑬臨床研修医（予定者を含む）

⑭専修学校・外国語の学校等入学者

⑮一時的な仕事に就いた者

⑯ポスドク（給与あり）

⑯'日本学術振興会特別研究員（ＰＤ・ＳＰＤ）

⑰ポスドク（給与なし）

⑱上記以外の者

＜主たる勤務地＞

合計 うち、留学生 合計 うち、留学生 合計 うち、留学生 合計 うち、留学生

①日本国内

②海外（出身国）

③海外（出身国以外）

H28年度プログラム修了年度

H28年度

※共同申請の場合は、ここに大学名を記入

任期・雇用
期間の定め

なし

任期・雇用
期間の定め

あり

※共同申請の場合は、ここに大学名を記入

H25年度 H26年度 H27年度

１９．修了者の進路の状況

H25年度プログラム修了年度 H26年度 H27年度



9  （機関名：　　　 類型：　 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称： ） 

②平成２５～２８年度プログラム修了者の就職先

入
学
年
度

修
了
年
度

所属研究
科

所属専攻 性別
授与され
た学位の

名称

入学から修了
（学位授与）まで
の所要修業年

数

留学生
他大学
出身

社会人

現在の就職状況
（平成29年１月時点）

※平成28年度修了生については、
内定状況を記入。

就職、起業等した者
の

所属機関の名称
※ 産業別分類 主たる勤務地

リーディングプログラム
におけるインターンシッ
プ・研修・共同研究先

か否か

現在の就職
状況に至った

年度
就職状況

就職、起業等した
者の所属機関の

名称

※ 産業別分
類

主たる勤務地

リーディングプログラム
における

インターンシップ・研修・
共同研究先か否か

備考

1 H24 H26 工学研究科
電気工学
専攻

男
博士（工
学）

5年6か月 ○ ○
④’民間企業等への就職（研究者・
技術者として）（任期・雇用期間の
定めあり）

株式会社○○工業
Ｅ７　電子部品・デバ
イス・電子回路製造
業

③海外（出身国
以外）

○ H27
⑤’民間企業等への就職（研
究者・技術者以外）（任期・雇
用期間の定めあり）

○○研究所
Ｅ１　食料品・飲
料・たばこ・飼料
製造業

③海外（出身国
以外）

○

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

【プログラム修了後、就職先に変更のあった方のみ】
現在の就職先の１つ前の就職状況について記入願います。

１９．修了者の進路の状況

※文部科学省の実施している実施状況調査の様式より抜粋しています。
※本調査票項目について、個人や大学が特定されるような形で、結果の公表を行うことはありません。
※Ｈ２８年度末修了見込みの方については、年度末の見込みの就職先等を記載し、次年度の本調査において確定した状況に修正してください。
※Ｈ２５～２７年度末修了生のうち昨年度調査から就職状況が変わった方に関しては、Ｑ列～Ｖ列に平成29年1月時点の就職状況を記入してください。

注）行が不足する場合は、行をコピーして追加してください。
注）社会人の場合は、備考欄に在籍企業等を記載してください。
※「産業別分類」欄は、「就職状況」欄が④⑤④’⑤’の場合に記載してください。分類は学校基本調査の「卒業後の状況調査票（２－２）」に準じて記載してください。



10　  （機関名：　　　 類型：　 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称： ） 

概要* 詳細* 受賞者（団体）・著者　等* 参考URL

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

公開の可否*

注：　分類は①省庁・企業等主催イベントでの受賞等、②個人の業績の受賞、学会等での受賞、③知的財産等取得、④起業、⑤社会的活動、学生自主企画、⑥その他　から選択してください。
注：　本欄に記入された内容は、貴プログラムのフォローアップにおいて使用する他、成果の発信や各種会議や日本学術振興会のウェブサイトの掲載等のために使用することがあります。公開を希望しないものについては、「公開の可否」のプルダウンリストより「否」を

　選択してください。また、個人が特定されない形であれば公開しても差し支えないというものについては、プルダウンリストより「個人が特定されない形であれば可」を選択してください。

20．プログラムの実績（プログラムにおける特筆すべき成果）

受賞成績や顕著な研究業績など、プログラム履修生び修了者の活躍に関する成果を中心に記入してください。（*必須項目）

No 分類* 日付*
成果

※平成27年度実施状況報告書の様式より抜粋していますが、平成23年度以降の実績についても新たに追記し、日付順に記入してください。



 （機関名：   類型：   ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：   ） 
11 

 

 【公表】 

リーダーを養成するプログラムの概要、特色、優位性 
（広く産学官にわたりグローバルに活躍するリーダー養成の観点から、本プログラムの概要、特色、優位性を記入して
ください。） 

 



 （機関名：   類型：   ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：   ） 
12 

 

【公表】 

プログラムの概念図 
（優秀な学生を俯瞰力と独創力を備え広く産学官にわたりグローバルに活躍するリーダーとして養成する観点から、コ
ースワークや研究室ローテーションなどから研究指導、学位授与に至るプロセスや、産学官等の連携による実践性、
国際性ある研究訓練やキャリアパス支援、国内外の優秀な学生を獲得し切磋琢磨させる仕組み、質保証システムなど
について、プログラムの全体像と特徴が分かるようにイメージ図を書いてください。なお、共同実施機関及び連携先
機関があるものについては、それらも含めて記入してください。） 

 

 



（機関名：   類型：   ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：   ）
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【公表】 

プログラムの成果
（優秀な学生を俯瞰力と独創力を備え広く産学官にわたりグローバルに活躍するリーダーとして養成するという観点
に照らし、学生や修了者の活躍状況を含め、アピールできる成果について記入してください。） 



（機関名：   類型：   ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：   ）

14 

【公表】 

プログラムの成果
（大学院改革につながる教育研究組織の再編等の学内外への波及効果や課題の発見について記入してください。） 



様式１ 

（機関名：   類型：   ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：    ） 
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平成２３年度採択プログラム 中間評価事後評価調書 

博士課程教育リーディングプログラム 中間評価事後評価調書 
Ⅰ．リーダーを養成するための学位プログラム、体制等の構築 
適宜定量的な指標を活用するなどして、具体的かつ明確、簡潔に記入してください。なお、記入にあたって

は申請時と比較して達成された点とされていない点が明確となるよう留意してください。また、取組を推進

した者・部署、体制整備を主導した者・部署や学内外部署協力体制については可能な範囲で記入するよう留

意してください。（例：○○長主導の下・・・／○○と△△の連携の下、～の体制を構築した。） 

１．優秀な学生をグローバルに活躍するリーダーへと導く一貫した学位プログラムが構築され、コースワー

ク等による広範かつ体系的な教育研究指導が行われたか（プログラムの最終形態の確認） 

（優秀な学生を俯瞰力と独創性を備えたリーダーへと導く一貫した学位プログラムが整備されているか、プログラムの構

築に当たり産業界等外部の意見をどのように取り入れたかという観点も含め具体的に記入してください。） 

 

２．国内外の多様なセクターからの第一級の教員、メンターやＴＡの活用をはじめとする組織的な指導体制

や、外国人学生・教員との関わり及び外国語の使用等によるグローバルな教育研究・生活環境が構築され

たか（指導体制等の構築） 

（組織的な指導体制については、学生１人当たりの指導教員数（プログラム担当者）、産業界経験のあるプログラム担当

者数も含め具体的に記入してください。） 
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３．プログラム担当者、それ以外の学生の指導教員等の学内関係者のみならず、大学全体として改革理念を

共有し共通理解をもって改革を推進・協力しているか（改革意識の共有） 

４．学生選抜、Qualifying Examination、開かれた学位審査体制など、グローバルに活躍するリーダーとな

るに相応しい資質能力を保証するシステムが構築されたか（学位の質保証） 
（プログラム修了により授与する博士の学位の分野・名称及び本プログラムの修了要件についても記入してください。学

位については、プログラムが独自に学位を出せる仕組みとなっているか、大学院設置基準第１６条の２に定める博士論

文研究基礎力審査を導入しているかという点も含め具体的に記入してください。） 



様式１ 
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17 
 

６．外部評価により採択プログラムの検証・改善が図られ、設定した数値目標が達成されたか（ＰＤＣＡサ

イクルの構築） 

①申請時当初の目的をどの程度達成したのかについて、定量的な指標を活用するなどして具体的に記入してください。な

お、自己評価を実施し検証したのかについても記入してください。 

②大学による外部評価を実施している場合、これまでの実施概要及び評価を受けて改善した事項について記入してくださ

い。 
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Ⅱ．修了者の成長とキャリアパスの構築 
適宜定量的な指標を活用するなどして、具体的かつ明確、簡潔に記入してください。なお、記入にあたって

は申請時と比較して達成された点とされていない点が明確となるよう留意してください。また、取組を推進

した者・部署、体制整備を主導した者・部署や学内外部署協力体制については可能な範囲で記入するよう留

意してください。（例：○○長主導の下・・・／○○と△△の連携の下、～の体制を構築した。） 
１．修了者が、俯瞰力や独創力などの汎用力を身に付けることができ、プログラムを修了したことに満足し

ているか（汎用力の育成） 

（プログラム申請時に掲げた学生が修得すべき能力についていかなる指標を持って測り、学生を育成したているのか、

その結果として修了者学生自身がどの程度満足成長を実感しているのか、という観点から具体的に記入してください。

なお、修了者の博士論文にプログラムがどのように生かされたのかについても、具体的な題目の事例を挙げるなどして

記載してください。） 

２．修了者が、プログラムを通じ、分野や立場を超えた多様な人的ネットワークを構築することができたか

（ネットワークの構築） 
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３．修了者が、産学官民等の各界のリーダーとしてグローバルに活躍するキャリアパスにつながる就職や起

業等の実績を挙げているか（就職、キャリアパスの実績） 

（修了者のキャリアパスの多様性について、プログラム開始前と比較した目標（特にアカデミア以外にどの程度輩出し

ていするか）を含めて記入してください。） 

４．修了者の社会での活躍状況を長期にわたり把握する仕組みが構築されたか（把握手法の構築） 
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５.プログラムにおける教育活動の状況 

 本プログラムの教育活動について記入してください。 

（各年度 3月 31日現在） 

区分 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 

(1) 主専攻以外の分野の授業等の履修科目数（１人当

たり） 
科目 科目 科目 

(2) PBLなど課題解決型学習を取り入れた授業科目数 科目 科目 科目 

(3) ①研究室ローテーション  

※名称不問（参加した学生の数） 
人 人 人 

②研究室ローテーション  

※名称不問（回った研究室の数／１人当たり） 
研究室 研究室 研究室 

(4) 企業へのインターンシップ派遣学生数（国内） 

（うち 1ヶ月以上のインターンシップ派遣学生数） 

   人 

（  人） 

   人 

（  人） 

   人 

（  人） 

(5) 企業へのインターンシップ派遣学生数（海外） 

（うち 1ヶ月以上のインターンシップ派遣学生数） 

人 

（  人） 

人 

（  人） 

   人 

（  人） 

(6) 官公庁へのインターンシップ派遣学生数 

（うち 1ヶ月以上のインターンシップ派遣学生数） 

    人 

（  人）  

    人 

（  人）  

   人 

（  人）  

(7) ＮＰＯ等へのインターンシップ派遣学生数 

（うち 1ヶ月以上のインターンシップ派遣学生数） 

  人 

（  人） 

  人 

（  人） 

  人 

（  人） 

(8) 国際機関等へのインターンシップ派遣学生数 

（うち 1ヶ月以上のインターンシップ派遣学生数） 

    人 

（  人） 

    人 

（  人） 

   人 

（  人） 

(9) 海外大学等への派遣学生数 

（うち 3ヶ月以上の派遣学生数） 

   人 

（  人）   

   人 

（  人）   

人 

（  人）  

(10) プログラムに参画する企業数 

（うち、国外の企業数） 

   件 

 （  件） 

   件 

  （  件） 

   件 

 （  件） 

(11) プログラムに参画する官公庁数 件 件 件 

(12) プログラムに参画するＮＰＯ等数 件 件 件 

(13) プログラムに参画する国際機関数 件   件   件   

(14) 学生の学会発表数 

（うち、国外かつ外国語で行われた学会での発表数） 

   件 

  （  件） 

   件 

  （  件） 

   件 

  （  件） 

(15) 学生の論文発表数 

（うち、レフェリー付き論文発表数） 

（うち、外国語で作成した論文の発表数） 

件 

（  件） 

（  件） 

件 

（  件） 

（  件） 

件 

（  件） 

（  件） 

(16) 共同研究の実施件数（大学・研究機関） 

（うち、国外大学・研究機関との共同研究実施件数） 

   件 

 （  件） 

   件 

  （  件） 

   件 

 （  件） 

(17) 共同研究の実施件数（企業） 

（うち、国外企業との共同研究実施件数） 

   件 

 （  件） 

   件 

  （  件） 

   件 

 （  件） 

(18) 共同研究の実施件数（国際機関等） 件 件 件 

(19) 学外での研究発表による受賞件数（国内） 件 件 件 

(20) 学外での研究発表による受賞件数（国外） 件 件 件 

(21) アイデアコンペ・ハッカソン等による受賞件数 件 件 件 
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（備考） 

※（３）②研究室ローテーションは、一人あたりの平均件数を記入してください。また、学生自身の所属研究室については件数に含めないでください。 

※（９）「海外大学等への派遣学生数」については、本プログラムにおいて、海外大学や研究所等に派遣した学生数を記入してください。 

※（１６）「共同研究の実施件数（大学・研究機関）」については、本プログラムにおける大学・研究機関との共同研究実施件数を記入してください。 

※（１７）「共同研究の実施件数（企業）」については、本プログラムにおける企業等との共同研究実施件数を記入してください。 

※（１８）「共同研究の実施件数（国際機関等）」については、本プログラムにおける国際機関等との共同研究実施件数を記入してください。 

※（２１）「アイデアコンペ・ハッカソン等による受賞件数」については、国内・国外を問いません。 
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６．参画研究科・専攻における教育研究活動等の状況 

※採択後に組織変更があった場合には、平成 22 年度は採択時点の研究科・専攻の状況を、平成 28 年度は現在参画

している専攻の状況を記載願います。 

※プログラム採択以降に新たな研究科・専攻が参画した場合には、平成 22 年度については「-」を記入願います。

プログラム採択以降、新たな研究科・専攻を創設した場合には、平成 22年度については採択時点の研究科・専攻

の状況を、平成 289年度については新たな研究科・専攻の状況を記入してください願います。 

 
①留学生の受入、日本人学生の派遣実績 

 本学位プログラムの対象分野に関わる専攻の各課程における平成 22年度と平成 28年度の留学生受入、日本人学生派

遣の実績（括弧内は延べ回数）を記入してください。 

  ※平成 22年度の状況については、申請時の計画調書の値を記入してください願います。 

 

 

研究科・専攻名 課程区分 
留学生受入人数 日本人学生派遣人数 

22年度 28年度 22年度 28年度 

 
 （ ） （ ） （ ） （ ） 

 （ ） （ ） （ ） （ ） 

 
 （ ） （ ） （ ） （ ） 

 （ ） （ ） （ ） （ ） 

 
 （ ） （ ） （ ） （ ） 

 （ ） （ ） （ ） （ ） 

 
 （ ） （ ） （ ） （ ） 

 （ ） （ ） （ ） （ ） 

※関連専攻が多く様式が足りない場合は、適宜行を追加してください。 

 
 
②学生の学会発表、学術雑誌等への論文発表数 

本学位プログラムの対象分野に関わる専攻の各課程における平成 22 年度と平成 28 年度の学生による学会発表数・

レフェリー付論文数について記入してください願います。 

※平成 22年度の状況については、合計の値が申請時の計画調書の値と合致するよう記入願います。 

※学会発表数の（ ）内には、うち国外かつ外国語で行われたものを記入してください。 

※論文発表数は、学生がレフェリー付学術雑誌に代表又はファーストオーサーとして（印刷済み及び採録決定済

みのものに限る。査読中・投稿中のものは除く。）発表した論文数を記入してください。また、論文発表数の（ ）

内には、うち外国語で作成した論文数を記入してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※関連専攻が多く様式が足りない場合は、適宜行を追加してください。 

 
 

研究科・専攻名 課程区分 
学会発表数 レフェリー付論文発表数 

22年度 28年度 22年度 28年度 

 
 （ ） （ ） （ ） （ ） 

 （ ） （ ） （ ） （ ） 

 
 （ ） （ ） （ ） （ ） 

 （ ） （ ） （ ） （ ） 

 
 （ ） （ ） （ ） （ ） 

 （ ） （ ） （ ） （ ） 

 
 （ ） （ ） （ ） （ ） 

 （ ） （ ） （ ） （ ） 
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③学生が主体となって計画したセミナー・シンポジウムの実施件数・複数研究科にまたがる研究発表の回数 

本学位プログラムの対象分野に関わる専攻の各課程における平成 22年度と平成 28年度の 

・学生が主体となって計画したセミナー・シンポジウムの実施件数 

・複数研究科にまたがる研究発表の回数 

について記入してください願います。 

※平成 28 年度の( )内には、リーディングプログラム学生が計画したセミナー・シンポジウムの実施件数／リー

ディングプログラムの中で企画された研究発表の回数を記入してください。 

※該当のない専攻に関しては、記入いただく必要はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※関連専攻が多く様式が足りない場合は、適宜行を追加してください。 

 

④学生が在学中に起業した件数 

平成 22年度～28年度において、本学位プログラムの対象分野に関わる専攻の各課程に在籍していた学生が在学中に

起業した件数を記入してください願います。 

※平成 23年度～28年度の( )内には、リーディングプログラム学生が起業した件数を記入してください願います。 

※会社設立日に基づいて整理願います。 

※該当のない専攻に関しては、記入いただく必要はありません。 

研究科・専攻名 課程区分 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 

 
  ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) 

  ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) 

 
  ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) 

  ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) 

 
  ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) 

  ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) 
※関連専攻が多く様式が足りない場合は、適宜行を追加してください。 

 

研究科・専攻名 課程区分 

学生が主体となって計画

したセミナー・ 

シンポジウムの実施件数 

複数研究科にまたがる 

研究発表の回数 

22年度 28年度 22年度 28年度 

 
  （ ）  （ ） 

  （ ）  （ ） 

 
  （ ）  （ ） 

  （ ）  （ ） 

 
  （ ）  （ ） 

  （ ）  （ ） 

 
  （ ）  （ ） 

  （ ）  （ ） 
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Ⅲ．事業の定着・発展 
適宜定量的な指標を活用するなどして、具体的かつ明確、簡潔に記入してください。なお、記入にあたっ

ては申請時と比較して達成された点とされていない点が明確となるよう留意してください。また、取組を

推進した者・部署、体制整備を主導した者・部署や学内外部署協力体制については可能な範囲で記入する

よう留意してください。（例：○○長主導の下・・・／○○と△△の連携の下、～の体制を構築した。） 

１．支援期間終了後も学位プログラムの定着・発展に向けて、計画に沿った教育研究組織の再編、テニュ

ア教員 のポストの配置計画、学位審査体制の整備、学内の資金再配分計画やＦＤ・ＳＤの実施、教育実

績の重視など教職員の評価基準の見直し等について具体的な取組が実施され、十分継続できるか。また、

それに加えて、学生が学修研究に専念できる経済的支援の定着や新しい専攻や研究科の創設など計画を

上回る教育研究組織の再編等に意欲的に取り組んだか。（定着・発展のための取組状況） 



様式１ 

（機関名：   類型：   ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：    ） 

25 
 

２. 産学官民等の各界の連携先機関との間で、事業終了後の連携の在り方等について方針が定められたか

（外部連携の継続性） 

３．学長を中心とした責任あるマネジメント体制が構築され、学長のリーダーシップの下に採択プログラ

ムに参画していない研究科や専攻への学位プログラムの導入など大学院全体として教育改革が進められ

たか（マネジメント、波及効果） 

（大学院全体の教育改革への波及効果について、課題の発見があったかについても記入してください。） 
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Ⅶ．中間評価結果の留意事項・フォローアップの指摘事項への対応 
中間評価結果の留意事項及びその後のフォローアップの指摘事項への適切な対応について 

・中間評価結果の留意事項について適切な対応がなされているか 

・現地視察報告書の意見について適切な対応がなされているか 

・ＰＯフォローアップ報告書の課題・意見等について大学として対応がなされているか 

について、具体的かつ明確、簡潔に記入してください。 

 

中間評価結果の留意事項 対応 

  

 

平成 27年度実施現地視察報告書の意見 対応 
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平成 27年度 POフォローアップ報告書の 

課題・意見等 
対応 
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博士課程教育リーディングプログラム　経費関係調書

※　当該年度に本補助金を充当して実施した事業の具体的内容について記入してください。

＜平成２３年度＞

年度の事業実施内容

（補助金は適切かつ効果的に使用されたか（各経費（物品費、人件費・謝金、旅費、その他）についての使
用目的、必要性について、具体的かつ明確、簡潔に記入すること。

平成２３年度採択プログラム　中間評価事後評価調書
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経費の明細

　・申請（基幹）大学で使用した経費と共同実施機関で使用した経費を区分して記入してください。

　・平成２３年度は１０月～３月の半年分の経費について記入してください。

申請大学での
使用金額

共同実施機関
での使用金額

0 0

①設備備品費 0 0

②消耗品費 0 0

0 0

①人件費 0 0

②謝金 0 0

0 0

0 0

①奨励金 0 0

②外注費 0 0

③印刷製本費 0 0

④会議費 0 0

⑤通信運搬費 0 0

⑥光熱水料 0 0

⑦その他（諸経費） 0 0

0 0

  記入例：研究打ち合わせ旅費　○○人×＠○○円 　○○千円

　　　　　   資料整理謝金　　○人×○日×＠○○円 　○○千円

＜平成２３年度実績＞　　経費区分
金額（千円）

備考

【物品費】

【人件費・謝金】

【旅費】

【その他】

（平成２３年度）　　　　　　　　合　計
0
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※　当該年度に本補助金を充当して実施した事業の具体的内容について記入してください。

＜平成２４年度＞

年度の事業実施内容

（補助金は適切かつ効果的に使用されたか（各経費（物品費、人件費・謝金、旅費、その他）についての使
用目的、必要性について、具体的かつ明確、簡潔に記入すること。
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経費の明細

　・申請（基幹）大学で使用した経費と共同実施機関で使用した経費を区分して記入してください。

申請大学での
使用金額

共同実施機関
での使用金額

0 0

①設備備品費 0 0

②消耗品費 0 0

0 0

①人件費 0 0

②謝金 0 0

0 0

0 0

①奨励金 0 0

②外注費 0 0

③印刷製本費 0 0

④会議費 0 0

⑤通信運搬費 0 0

⑥光熱水料 0 0

⑦その他（諸経費） 0 0

0 0
0

  記入例：研究打ち合わせ旅費　○○人×＠○○円 　○○千円

　　　　　   資料整理謝金　　○人×○日×＠○○円 　○○千円

＜平成２４年度実績＞　　経費区分
金額（千円）

備考

【物品費】

【人件費・謝金】

【旅費】

【その他】

（平成２４年度）　　　　　　　　合　計
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※　当該年度に本補助金を充当して実施した事業の具体的内容について記入してください。

＜平成２５年度＞

年度の事業実施内容

（補助金は適切かつ効果的に使用されたか（各経費（物品費、人件費・謝金、旅費、その他）についての使
用目的、必要性について、具体的かつ明確、簡潔に記入すること。
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経費の明細

　・申請（基幹）大学で使用した経費と共同実施機関で使用した経費を区分して記入してください。

申請大学での
使用金額

共同実施機関
での使用金額

0 0

①設備備品費 0 0

②消耗品費 0 0

0 0

①人件費 0 0

②謝金 0 0

0 0

0 0

①奨励金 0 0

②外注費 0 0

③印刷製本費 0 0

④会議費 0 0

⑤通信運搬費 0 0

⑥光熱水料 0 0

⑦その他（諸経費） 0 0

0 0
0

  記入例：研究打ち合わせ旅費　○○人×＠○○円 　○○千円

　　　　　   資料整理謝金　　○人×○日×＠○○円 　○○千円

＜平成２５年度実績＞　　経費区分
金額（千円）

備考

【物品費】

【人件費・謝金】

【旅費】

【その他】

（平成２５年度）　　　　　　　　合　計
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年度の事業実施内容

※　当該年度に本補助金を充当して実施した事業の具体的内容について記入してください。

＜平成２６年度＞

（補助金は適切かつ効果的に使用されたか（各経費（物品費、人件費・謝金、旅費、その他）についての使
用目的、必要性について、具体的かつ明確、簡潔に記入すること。
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経費の明細

　・申請（基幹）大学で使用した経費と共同実施機関で使用した経費を区分して記入してください。

申請大学での
使用金額

共同実施機関
での使用金額

0 0

①設備備品費 0 0

②消耗品費 0 0

0 0

①人件費 0 0

②謝金 0 0

0 0

0 0

①奨励金 0 0

②外注費 0 0

③印刷製本費 0 0

④会議費 0 0

⑤通信運搬費 0 0

⑥光熱水料 0 0

⑦その他（諸経費） 0 0

0 0

  記入例：研究打ち合わせ旅費　○○人×＠○○円 　○○千円

　　　　　   資料整理謝金　　○人×○日×＠○○円 　○○千円

＜平成２６年度実績＞　　経費区分

【物品費】

【旅費】

【人件費・謝金】

【その他】

（平成２６年度）　　　　　　　　合　計
0

金額（千円）
備考
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年度の事業実施内容

※　当該年度に本補助金を充当して実施した事業の具体的内容について記入してください。

＜平成２７年度＞

（補助金は適切かつ効果的に使用されたか（各経費（物品費、人件費・謝金、旅費、その他）についての使
用目的、必要性について、具体的かつ明確、簡潔に記入すること。

（機関名：　　　　　　類型：　　　　　　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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経費の明細

　・申請（基幹）大学で使用した経費と共同実施機関で使用した経費を区分して記入してください。

申請大学での
使用金額

共同実施機関
での使用金額

0 0

①設備備品費 0 0

②消耗品費 0 0

0 0

①人件費 0 0

②謝金 0 0

0 0

0 0

①奨励金 0 0

②外注費 0 0

③印刷製本費 0 0

④会議費 0 0

⑤通信運搬費 0 0

⑥光熱水料 0 0

⑦その他（諸経費） 0 0

0 0

  記入例：研究打ち合わせ旅費　○○人×＠○○円 　○○千円

＜平成２７年度実績＞　　経費区分
金額（千円）

備考

【物品費】

　　　　　   資料整理謝金　　○人×○日×＠○○円 　○○千円

【人件費・謝金】

【旅費】

【その他】

（平成２７年度）　　　　　　　　合　計
0
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年度の事業実施内容
※　当該年度に本補助金を充当して実施する事業の具体的内容について記入してください。

（機関名：　　　　　　類型：　　　　　　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

＜平成２８年度＞

（補助金は適切かつ効果的に使用されたか（各経費（物品費、人件費・謝金、旅費、その他）についての使
用目的、必要性について、具体的かつ明確、簡潔に記入すること。
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経費の明細

　・申請（基幹）大学で使用した経費と共同実施機関で使用した経費を区分して記入してください。

申請大学での
使用金額

共同実施機関
での使用金額

0 0

①設備備品費 0 0

②消耗品費 0 0

0 0

①人件費 0 0

②謝金 0 0

0 0

0 0

①奨励金 0 0

②外注費 0 0

③印刷製本費 0 0

④会議費 0 0

⑤通信運搬費 0 0

⑥光熱水料 0 0

⑦その他（諸経費） 0 0

0 0

【物品費】

【人件費・謝金】

【旅費】

【その他】

（平成２８年度）　　　　　　　　合　計
0

  記入例：研究打ち合わせ旅費　○○人×＠○○円 　○○千円

　　　　　   資料整理謝金　　○人×○日×＠○○円 　○○千円

＜平成２８年度実績＞　　経費区分
金額（千円）

備考



様式２

                                                                                                                                       　（機関名：　　　類型：　　　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：　　　）

40

年度の事業計画
※　当該年度に本補助金を充当して実施する事業の具体的内容について記入してください。

経費の明細
・申請できる経費は、本事業計画の遂行に必要な経費です。

・使途は博士課程教育リーディングプログラムの目的に限定されます。

・申請（基幹）大学で使用する経費と共同実施機関で使用する経費を区分して記入してください。

申請大学での
使用金額

共同実施機関
での使用金額

0 0

0 0

0 0

【その他】 0 0

0 0

＜平成２９年度＞

（補助金は適切かつ効果的に使用することが計画されているか（各経費（物品費、人件費・謝金、旅費、その
他）についての使用目的、必要性について、具体的かつ明確、簡潔に記入すること。

（平成２９年度）　　　　　　　　合　計
0

【旅費】

【物品費】

【人件費・謝金】

  記入例：研究打ち合わせ旅費　○○人×＠○○円 　○○千円

　　　　　   資料整理謝金　　○人×○日×＠○○円 　○○千円

＜平成２９年度計画＞　　経費区分
金額（千円）

備考
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